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町
長

コ
ラ
ム

町内会で私たちができること

令和５年度自治功労表彰式

今年から、農業始めました！

文化・伝統にふれる　芸能フェスティバル・総合文化展
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まちかど掲示板

地域おこし協力隊コラム「舟形見聞録」

新刊書の紹介、舟形文芸ひろば

二十四節気  舟形の暮らし、舟形まんぷく物語、カメラアングル

紹介  ふながたのアスリート
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　も
う
す
ぐ
、
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　雪
へ
の
十
分
な
備
え
と
、
町
道
除
排
雪
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　町
長
コ
ラ
ム
は
、
１
月
号
ま
で
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　11月３日、中央公民館で、舟
形町芸能フェスティバルが開催さ
れました。詳しくは10ページを
ご覧ください。

表紙の紹介

森

　富
広

NOV 2023
VOL.77711

馬形町内会ワークショップ（11月10日開催）

　各町内会で、「町内会びじょん」をもとにこの５年間の振り返りを行うワークショップ（話し合い）

が行われています。コロナ禍で人が集まれなかったために町内会行事や取組みを行えない期間があっ

たことは、町内会の活動に少なからず影響があったようです。

　今回のワークショップは、地域のみなさんが顔を合わせて地域の状況を確認し、これからの活動に

ついて、あらためて話す機会となっています。町内会ワークショップで出た意見をもとに、年度末に

行われる各町内会の総会に向けて、次期「町内会びじょん」の検討を進めていきます。

～「町内会びじょん」に込める思い～
町内会で私たちができること

世代の壁を感じない、元気で明るい町
内会にしていきたいね。今年はいろい
ろな世代が参加した夏祭りがとても楽
しかったので、これからも続けていき
ましょう。

ワークショップへ参加したことで、町
内会の課題を「自分事」として考える
ことができました。普段はゆっくりお
話する機会がない方々と考えを共有で
き、とても良かったです。

課題にあげていた自
主防災組織を結成す
ることができたこと
はとても良かったよ
ね。世帯数が少ない
からこそ、仲が良く
て、集まりやすい町
内会にしていこう。

今後の町内会につ
いて考える場に、
小・中・高校生が
参加してくれまし
た。来てくれたこ
とがとてもうれし
いです。

コロナ禍の中でも、環
境整備は継続して実施
できて良かった。だけ
ど、子どもたちと関わ
れる機会が少なかった
から、これからは子ど
もや若者も参加したく
なる、交流の機会を増
やしていきたいね。

うちの町内会は、明
るくあいさつができ
たり、声がけができ
るところが良いとこ
ろだと思う。これか
らも続けていこう。

内山町内会ワークショップ（11月11日開催）

一の関町内会ワークショップ（11月11日開催）

～参加したみなさんの声～
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情
報
公
開
審
査
会
委
員

満
１２
年

●
感
謝
状
の
部

　１１
月
１
日
、
舟
形
町
自
治
功
労
表

彰
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
の
振
興
、

産
業
・
経
済
の
発
展
、
学
術
・
文
化

振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団

体
を
対
象
に
授
与
さ
れ
る
、
町
で
最

も
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。

　今
回
は
町
議
会
議
員
、
町
内
会
長

や
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
方
の
ほ
か
、
寄
付
行
為
に
よ
る
功

績
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
活
躍
さ
れ
た
１９
名
が
、
栄
え
あ
る

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

舟
形
町
町
民
憲
章

　わ
た
く
し
た
ち
は
由
緒
あ
る
猿
羽
根
山
、
清
流

小
国
川
、
悠
々
た
る
最
上
川
の
ほ
と
り
に
住
ま
い

す
る
舟
形
の
町
民
で
す
。

　豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
わ
た
く
し
た
ち
は
、

健
康
で
心
豊
か
な
伸
び
ゆ
く
町
を
め
ざ
し
て
こ
の

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一 

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し

　
　

  

水
と
緑
の
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一 

心
と
体
を
鍛
え

　
　

  

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一 

仕
事
に
は
げ
み

　
　

  

活
気
あ
る
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一 

教
養
を
高
め

　
　

  

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

  

心
の
ふ
れ
あ
う
町
を
つ
く
り
ま
す

（
昭
和
59
年
10
月
１
日
制
定
）

自
治
功
労
表
彰
式

令
和
５
年
度

大
場
美
佐
子
（
長
沢
第
１
）

情
報
公
開
審
査
会
委
員

満
１２
年

齋
藤

　淳
一
（
舟
形
第
３
）

町
内
会
長

満
６
年

庄
司

　正
宏
（
太
折
）

衛
生
組
合
長

満
１２
年

須
藤

　義
正
（
元
　横
山
）

保
護
司

満
１２
年

齊
藤

　弘
一
（
富
田
第
１
）

民
生
児
童
委
員

満
１２
年

阿
部

　範
子
（
堀
内
）

町
議
会
議
員

　満
２０
年

●
表
彰
の
部

叶
内

　富
夫
（
長
沢
第
２
）

町
内
会
長

　満
７
年

阿
部

　太
悦
（
幅
）

衛
生
組
合
長

　満
１５
年

山
崎

　和
男
（
内
山
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　満
１５
年

吉
田

　達
也
（
舟
形
第
３
）

民
生
児
童
委
員

　満
１５
年

小
國

　恭
子
（
木
友
）

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会

　女
子
７０
㎏
級

　優
勝

※

当
日
欠
席

溝
口

　
　葵
（
仙
台
市
）

寄
付
行
為

※

当
日
欠
席

八
鍬

　雅
章
（
紫
山
）

株
式
会
社

　八
鍬
建
設

代
表
取
締
役

架
空
請
求
詐
欺
未
然
防
止

伊
藤

　
　晋
（
野
）

架
空
請
求
詐
欺
未
然
防
止

日
本
郵
便

　株
式
会
社

舟
形
郵
便
局

　局
長

安
達

　忠
行
（
舟
形
町
）

架
空
請
求
詐
欺
未
然
防
止

成
澤

　千
春
（
堀
内
）

町
内
会
長

満
５
年

※
当
日
欠
席

松
井

　永
一
（
松
橋
）

農
事
実
行
組
合
長

満
１０
年

※
当
日
欠
席

佐
藤

　
　隆
（
太
折
）保

護
司

満
１４
年

※
当
日
欠
席

伊
藤

　太
一
（
幅
）

町民憲章朗読 謝辞（叶内　富夫さん）

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
総
務
課
総
務
係

　☎
（
３２
）
２
１
１
１

　
　
　

  

（
内
線
２
３
１
）

※
代
理
受
賞
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今
年
か
ら
、

     
農
業
始
め
ま
し
た
！

舟
形
町
で
新
し
く
就
農
さ
れ
た
方
に
密
着

はじめて収穫したきゅうり

新
規
就
農
者
の

　
　
　き
ゅ
う
り
栽
培

な
ぜ
、
き
ゅ
う
り
で
農
業
を

始
め
ま
し
た
か
？

　
　
　農
す
る
前
は
、
型
枠
大
工
を
し

　
　
　て
い
て
独
立
も
考
え
て
い
ま
し

　
　
　た
が
、
将
来
を
見
据
え
る
と
仕

事
に
先
細
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　き
ゅ
う
り
の
生
産
は
、
栽
培
技
術
が

必
要
で
、
今
ま
で
型
枠
大
工
と
し
て
技

術
を
高
め
て
き
た
点
で
自
分
に
は
合
う

と
感
じ
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。　最

初
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
収
入
を
上
げ

る
ま
で
年
数
が
か
か
る
と
い
わ
れ
断
念

し
ま
し
た
。
そ
の
点
、
き
ゅ
う
り
は
、

１
年
目
か
ら
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
が

魅
力
で
し
た
。

今
年
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
　
　業
は
一
人
だ
け
で
行
な
っ
て
い

　
　
　ま
し
た
。
仕
事
量
が
見
込
め
ず
、

　
　
　最
盛
期
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
近
所
の
方

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
収
穫

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
全

に
一
人
で
作
業
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

何
度
も
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
山
科
忠
昭
さ
ん
（
富
田
第
２
）

に
指
導
を
受
け
、
要
所
を
確
認
し
な
が

ら
作
業
を
し
ま
し
た
。
農
協
に
は
き
ゅ

う
り
部
会
が
あ
り
、
特
に
他
の
人
の
ほ

場
巡
回
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
か
い
が
あ
っ
て
か
、
病
気
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
無
事
に
収
穫
が
終
わ
り
ま

し
た
。
き
ゅ
う
り
は
選
果
場
を
利
用
す

る
共
選
と
、
自
分
が
箱
詰
め
す
る
個
選

の
２
種
類
が
あ
り
、
出
荷
形
態
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
虫
や
病
気
以
外
は

規
格
外
品
も
ほ
と
ん
ど
出
荷
で
き
る
点

も
助
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
就
農
を
志
す
方
へ

　
　
　形
町
は
農
業
を
営
む
方
へ
の
支

　
　
　援
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
役
場

　
　
　や
農
協
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
、
手
を
か
け
た
分
だ
け
き
ゅ
う
り

が
良
く
な
っ
て
い
き
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
今
はY

o
u
T
u
b
e

に
も
栽
培

動
画
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
で
参
考

に
で
き
ま
す
。

　私
は
、
夏
は
き
ゅ
う
り
の
栽
培
、
冬

は
除
雪
の
仕
事
を
す
る
予
定
で
す
。
冬

の
間
に
何
の
仕
事
を
す
る
か
を
考
え
て
、

就
農
の
準
備
を
し
て
い
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

阿
部
　雄
二
さ
ん
（
福
寿
野
）

町農業ビジョン｢新規就農者営農モデル」
少ない資本でも始められる、
　　　　　　   きゅうり作り

①初期投資が少ない。
②１年目から収入を得られる。
③共同選果場を利用することで、
　選別・箱づめ作業をしなくて
　すむため、面積を拡大できる。

きゅうり生産のポイント

きゅうり作りに必要な整備内容

 収　穫　量　15,623kg
 販　売　額　442万円
 面積所得　229万円
※舟形町での過去５年間の栽培実績平均値

きゅうり生産による一般的な収益

　農
業
は
、
町
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
す
。
町
で
は
「
儲
か
る
農
業
」
を
推
進
す
る

た
め
、
園
芸
作
物
栽
培
促
進
の
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　経
営
の
複
合
化
（
水
稲
＋
園
芸
等
）
や
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
人
の
た
め
に

営
農
相
談
所
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
平
成
２７
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
町
単
独
の
園
芸
補
助
事
業
を
開
始
し
、
園
芸
作
物
を
新
た
に
栽
培
す
る

人
、
面
積
拡
大
に
取
組
む
人
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
２８
年
度
に
２
億
６
，１
０
０
万
円
だ
っ
た
野
菜
の
販
売
額
（
も

が
み
中
央
農
協
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
出
荷
分
）
は
、
令
和
４
年
度
に
は
３
億
５
，１

０
０
万
円
と
１
．
３
倍
以
上
に
な
り
、
事
業
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
今
年
か
ら
農
業
を
始
め
た
人
を
２
名
紹
介
し
ま
す
。

阿
部
　雄
二
さ
ん
（
福
寿
野
）

・15aのほ場
・支柱等資材
・動力噴霧機  等

167万円（税込）

就

舟

作
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生育中のトマト
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今
年
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
　
　も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
は
、

　
　
　選
定
し
た
苗
の
台
木
が
病
気
に

　
　
　耐
性
が
な
く
、
青
枯
れ
病
に
か

か
っ
て
し
ま
い
、
途
中
か
ら
一
部
収
穫

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

来
年
は
違
う
苗
を
使
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　ま
た
、
収
穫
が
始
ま
る
と
圃
場
の
管

理
を
間
に
合
わ
せ
る
の
が
大
変
だ
っ
た

の
で
、
工
夫
し
た
い
で
す
。

　初
め
て
の
栽
培
で
不
安
は
あ
り
ま
し

た
が
、
思
っ
た
以
上
に
収
量
も
取
れ
、

今
年
は
販
売
単
価
も
高
値
だ
っ
た
の
で
、

ま
ず
ま
ず
良
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
ま
し
た
。

　最
も
大
事
な
こ
と
は
、
適
期
作
業
の

徹
底
で
す
。
振
り
返
る
と
、
収
穫
が
始

ま
っ
て
か
ら
は
家
族
の
協
力
な
し
で
は

難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
就
農
を
志
す
方
へ

　
　
　農
に
一
番
必
要
な
の
は
「
や
る

　
　
　気
」
で
す
。
そ
し
て
、
気
持
ち

　
　
　だ
け
で
な
く
、
自
ら
実
際
に
行

動
す
る
こ
と
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

は
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
す
ぐ
に
聞
き
、

実
際
に
他
の
人
の
や
り
方
を
見
に
行
く

こ
と
で
す
。

　加
え
て
、
家
族
の
協
力
と
仲
間
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
い
い
仲
間
を
見
つ

け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
、
ト
マ
ト
で
農
業
を

始
め
ま
し
た
か
？

　
　
　作
の
農
機
メ
ー
カ
ー
と
取
引
す

　
　
　る
仕
事
を
し
て
ま
す
が
、
今
後

　
　
　の
仕
事
量
が
減
っ
て
い
く
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　た
ま
た
ま
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
大
蔵

村
の
メ
ン
ズ
農
業
を
知
り
、
楽
し
そ
う

な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
て
、「
い
い
な
ぁ
、

や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

早
速
、
ト
マ
ト
栽
培
を
行
な
っ
て
い
る

伊
藤
貴
之
さ
ん
（
大
蔵
村
）
の
と
こ
ろ

へ
行
き
、
農
業
に
つ
い
て
話
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

　親
族
が
農
業
を
営
ん
で
い
る
の
で
、

視
野
を
広
げ
て
他
の
作
物
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
最
も
ひ
か
れ
た
の
は
ト
マ
ト

で
し
た
。

新
規
就
農
者
の

　
　
　
　ト
マ
ト
栽
培

下
山
　
淳
さ
ん
（
舟
形
第
３
）

４月
上旬　接ぎ木育苗
中旬　ハウスビニール被覆
下旬　施肥、耕うん
５月
上旬　定植、かん水設備準備、換気
中旬　芽欠き、誘引※、マルチなど準備、
　　　換気
６月下旬～10月上旬
　　　収穫、芽欠き、かん水、換気
（収穫はトマトの色づきを見ながら行います｡）
10月中旬～
　　　収穫、換気、通路マット片付けなど
11月中旬～
　　　ハウスビニール外し、後片付け
12月　実績の検討、振り返り

※誘引とは、トマトの茎や枝を支柱などに固定
　して形を整えていく作業のことです。

トマト作り　１年の作業体系

野
菜
の
販
売
額
が
１
．４
倍
に
！

　
　
　
（
平
成
28
年
度
と
令
和
４
年
度
の
比
較
）

　上
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の
南
部
営
農
セ
ン
タ

ー
に
出
荷
さ
れ
た
野
菜
主
要
５
品
目

（
に
ら
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ね
ぎ
、
き

ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
）
の
販
売
額
推
移
で

す
。
５
品
目
の
合
計
販
売
額
は
平
成
２８

年
度
は
２
億
５
，０
５
１
万
円
、
令
和

４
年
度
は
３
億
４
，
８
２
９
万
円
で
、

６
年
で
お
よ
そ
１
．４
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　特
に
、
ね
ぎ
に
つ
い
て
は
令
和
４
年

度
に
１
億
４
，２
２
９
万
円
と
過
去
最

高
額
と
な
り
、
営
農
セ
ン
タ
ー
単
位
の

出
荷
で
県
内
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　主
要
５
品
目
の
出
荷
者
数
は
、
平
成

２８
年
度
が
延
べ
８９
人
で
、
令
和
４
年
度

が
９９
人
と
１０
人
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢

化
等
に
よ
り
出
荷
を
辞
め
た
農
家
が
い

る
中
、
新
た
な
栽
培
者
の
増
加
や
規
模

拡
大
に
よ
り
、
販
売
額
が
伸
び
て
い
ま

す
。　新

た
に
栽
培
を
始
め
た
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、
会
社
等
を
退
職
後
の
就
農
で
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ね
ぎ
に
取
組
む
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
担
当
者
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　舟
形
町
は
、
水
稲
が
中
心
の
農
業
で
し
た

が
、
園
芸
作
物
の
栽
培
促
進
の
事
業
成
果
も

あ
り
、
近
年
は
園
芸
農
業
も
拡
大
し
て
き
て

い
ま
す
。

　農
家
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
農
家
で
な
く
て

も
農
地
を
借
り
て
収
入
を
上
げ
て
い
る
人
が

い
ま
す
。「
少
し
の
勇
気
」
と
「
絶
対
や
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
農

業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。

　舟
形
町
で
は
、
色
々
な
品
目
が
栽
培
さ
れ

て
い
て
、
自
分
に
合
っ
た
品
目
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
、
退
職
し
て
も
ま
だ
ま
だ
時
間
は
あ
り
ま

す
。
就
農
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
営
農

相
談
所
（
農
業
振
興
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　農
業
振
興
課
農
政
企
画
係

　営
農
相
談
所

　☎
（
３２
）
０
９
４
７

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
【
国
】

経
営
開
始
資
金
・
就
農
準
備
資
金

（
就
農
時
の
年
齢
が
４９
歳
以
下
）

▼
対
象
者
／
認
定
新
規
就
農
者
ま
た
は
研

　
　
　
　
　修
期
間
中
の
研
修
生

▼
支
援
額
／
１
２
．５
万
円
／
月
（
１
５
０

　
　
　
　
　万
円
／
年
）×
最
長
３
年

▼
補
助
率
／
１０
／
１０

　

※

前
年
の
世
帯
所
得
が
原
則
６
０
０
万

　
　円
以
下
の
人
が
対
象

園
芸
拡
大
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

　町
で
は
、
国
と
県
の
補
助
事
業
に
上
乗

せ
し
て
補
助
が
で
き
る
園
芸
拡
大
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
単
独
で
も
実
施
可
）

▼
対
象
作
物
／

　ね
ぎ
、
に
ら
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

　き
ゅ
う
り
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

　ト
マ
ト
、
う
る
い
、
タ
ラ
の
芽
、

　行
者
に
ん
に
く
な
ど

▼
補
助
率
／

　１
／
３
〜
１０
／
１０
（
上
限
５０
万
円
）

　３５
歳
以
下
の
新
規
就
農
者
及
び
５０
歳
以

　上
６５
歳
以
下
に
つ
い
て
優
遇
。

▼
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
よ
る
優
遇
措
置
／

　補
助
金
上
限
額
の
引
き
上
げ

 

（
５０
万
円
↓
６０
万
円
）

　

※

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
（
指
導
者
に
よ
る

　
　研
修
）

【
こ
れ
ま
で
の
実
績
】

　Ｈ
２７
〜
Ｒ
４

　延
べ
１
１
９
件

　補
助
金
額
合
計

　４
６
，６
９
９
千
円

新
規
就
農
者
を
応
援
し
ま
す
！

　
　
　
　
町
独
自
の
補
助
事
業※国･県事業は面積など要件あり

補助金を町が上乗せ

町が単体
でも補助可能

最大60万円

国･県補助金 最大60万円

町主要５品目　年度別野菜販売高

だ
い 

ぎ

ひ ふく

下
山
　
淳
さ
ん
（
舟
形
第
３
）

稲

最

就
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文
化
・
伝
統
に
ふ
れ
る
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
総
合
文
化
展

　１１
月
３
日
、
中
央
公
民
館
で
舟
形
町
総

合
文
化
祭
「
第
３２
回
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
舟
形
町
芸
術
文
化
協
会
（
会

長

　加
藤
憲
彦
さ
ん
）
と
舟
形
町
教
育
委

員
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
歌
や
舞

踊
、
詩
吟
、
三
味
線
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
会
場
に
訪
れ
た
約
１
６
０
名

の
観
客
の
み
な
さ
ん
は
、
出
演
者
の
発
表

に
大
き
な
拍
手
や
歓
声
で
応
え
、
町
の
文

化
、
伝
統
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

第
３２
回
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　１１
月
１０
〜
１９
日
に
は
、
舟
形
町
総
合
文

化
展
が
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　手
芸
品
や
絵
画
、
書
な
ど
の
一
般
作
品
、

保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
作
品
の
ほ
か
、

縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
な
ど
９
７
８
点
が

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

舟
形
町
総
合
文
化
展

舟
形
町
芸
術
文
化
協
会
の
あ
ゆ
み

〜
出 
演
〜

①
堀
内
田
植
踊
り
保
存
会

　 

（
代
表
　
伊
藤
誠
宏
）

②
幅
神
楽
保
存
会

　 

（
代
表
　
伊
藤
準
悦
）

③
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会

　 

（
代
表
　
森
富
広
）

④
舟
形
吟
友
会

　 

（
代
表
　
大
場
一
善
）

⑤
吾
妻
栄
憲
会
（
民
謡
）

　 

（
代
表
　
加
藤
憲
彦
）

⑥
津
軽
三
味
線
貢
正
流
正
満
会

　 

（
代
表
　
曽
根
田
満
）

⑦
最
北
カ
ラ
オ
ケ
会

　 

（
代
表
　
鈴
木
佐
重
子
）

⑧
長
沢
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　 

（
代
表
　
浅
沼
耕
一
）

⑨
踊
り
泉
会

　 

（
代
表
　
阿
部
範
子
）

⑩
日
舞
愛
好
会

　 

（
代
表
　
井
上
恵
美
）

⑪
舟
形
舞
踊
愛
好
会

　 

（
代
表
　
鈴
木
佐
重
子
）

平
成
元
年

・
芸
術
文
化
協
会
１８
団
体
で
発
足

・
初
代
会
長
に
佐
藤
政
光
氏
就
任

平
成
２
年

・
千
川
和
の
会
加
盟

平
成
７
年

・
「
千
風
会
」
和
歌
詠
む
の
会
、
寿
会
加
盟

平
成
９
年

・
七
福
の
会
、
彩
季
会
加
盟

平
成
１３
年

・
吾
妻
栄
憲
会
加
盟

　１５
年

・
民
謡
叶
内
会
、
恵
比
寿
会
加
盟

平
成
１６
年

・
堀
内
田
植
踊
り
保
存
会
、
未
来
図
の
会
、

　舟
形
よ
さ
こ
い
「
紅
」
加
盟

平
成
１８
年

・
三
山
正
満
会
、
芙
蓉
流
日
舞
舟
形
教
室
加
盟

平
成
２０
年

・
芸
文
協
創
立
２０
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

　

・
芸
文
協
創
立
２０
周
年
記
念
誌
発
刊

　

平
成
２３
年

・
二
代
目
会
長
に
木
島
靜
江
氏
就
任

平
成
２４
年

・
友
扇
会
加
盟

平
成
２５
年

・
舟
形
町
囲
碁
愛
好
会
加
盟

平
成
２７
年

・
三
代
目
会
長
に
加
藤
憲
彦
氏
就
任

平
成
３０
年

・
長
沢
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
加
盟

・
芸
文
協
創
立
３０
周
年

・
芸
文
協
創
立
３０
周
年
記
念
誌
発
刊

令
和
５
年

・
舟
形
舞
踊
愛
好
会
加
盟

〜
出 

展
〜

（
手
芸
・
編
み
物
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

佐
藤
順
子
、
佐
藤
三
重
子
、
南
恵
子
、

沼
澤
飛
鳥
、
大
場
正
江
、
長
者
原
若
葉
会
、

め
が
み
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
会

（
漁
具
）
斎
藤
譲
一

（
書
）

舟
形
書
道
連
盟
（
村
上
翠
亭
、
櫻
井
翠
石
、

沼
澤
啓
、
木
島
真
翠
、
曽
根
田
友
佳
）、

渡
辺
千
代
恵
、
矢
作
昌
岳

（
俳
句
）
千
風
会

（
絵
画
）
小
國
英
男
、
植
松
敦
子

（
銅
板
鍛
金
）

銅
板
鍛
金
愛
好
会
（
阿
部
忠
義
）

（
生
花
）

植
松
路
子
、
南
恵
子
、
髙
橋
か
ほ
る

（
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
）

小
・
中
学
生
・
一
般

（
ふ
な
が
た
家
族
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
）

小
学
４
〜
６
年
生

（
縄
文
紙
芝
居
、
体
操
）

勝
手
に
舟
形
盛
り
上
げ
隊
「
わ
＋
」

（
そ
の
他
）

光
生
園
、
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
、

学
童
保
育
園
、舟
形
小
学
校
、舟
形
中
学
校
、

舟
形
町
保
護
司
会
・
更
生
女
性
会

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
教
育
課
社
会
教
育
係

　☎（
３２
）２
２
４
６
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わら槌でわらを打つ
矢野輝雄さん（野）

　舟
形
町
わ
ら
細
工
愛
好
会
は
、

町
内
の
わ
ら
細
工
が
得
意
な
仲
間

で
設
立
さ
れ
、
舟
形
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
内
の
わ
ら
工
芸
室
に
て
、

わ
ら
細
工
の
制
作
・
伝
承
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
わ
ら
細

工
講
座
を
開
催
し
て
い
て
、
町
内

だ
け
で
な
く
県
内
各
地
か
ら
そ
の

技
術
を
学
ぶ
た
め
に
、
多
数
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
す
。
年
末
に
は
、

町
内
の
正
月
用
の
門
松
や
し
め
縄

飾
り
作
り
な
ど
の
講
師
と
し
各
地

区
で
指
導
を
行
う
ほ
か
、
制
作
し

た
ぞ
う
り
を
町
内
の
子
ど
も
た
ち

に
寄
贈
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
へ

わ
ら
文
化
を
伝
承
す
る
活
動
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
活
動
実
績
か
ら
、
山

形
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
雪
国
の
文
化
や
冬
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
個
人
や
団
体
が
選
ば
れ

る
「
や
ま
が
た
雪
文
化
マ
イ
ス
タ

ー
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　愛
好
会
の
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

代
表
の
八
鍬
朝
吉
さ
ん
（
内
山
）

ら
の
子
ど
も
時
代
に
は
必
需
品
で

あ
っ
た
わ
ら
細
工
を
作
れ
る
人
が
、

少
な
く
な
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ

た
こ
と
で
し
た
。

　町
で
は
昔
か
ら
稲
作
が
盛
ん
で
、

稲
は
わ
ら
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
わ
ら
は
、
牛
や
馬
な
ど

の
家
畜
の
餌
と
し
た
り
、
わ
ら
細

工
に
加
工
さ
れ
ま
し
た
。
わ
ら
は
、

現
在
の
よ
う
な
様
々
な
素
材
や
製

品
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
手
に
入

り
や
す
く
、
融
通
の
利
く
便
利
な

素
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　外
を
歩
く
め
に
履
い
た
「
ぞ
う

り
」
や
「
わ
ら
じ
」、
収
穫
し
た
米

を
入
れ
る
「
俵
」
、
荷
物
を
縛
り

背
負
う
た
め
の
「
荷
縄
」
、
風
雨

や
雪
か
ら
身
を
守
る
「
み
の
」
、

雪
を
踏
ん
で
道
を
作
る
「
雪
踏
み

俵
」
な
ど
、
ど
れ
も
生
活
に
不
可

欠
な
道
具
で
す
。
わ
ら
細
工
は

人
々
の
生
活
を
守
り
、
豊
か
に
し

な
が
ら
時
代
を
つ
な
い
で
き
た
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　現
在
で
は
正
月
の
し
め
縄
飾
り

の
ほ
か
、「
鍋
敷
き
」
や
「
猫
ち
ぐ

ら
」
な
ど
の
民
芸
品
が
改
め
て
注

目
さ
れ
、
商
品
化
も
さ
れ
る
な
ど
、

若
い
世
代
か
ら
も
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

舟
形
町
わ
ら
細
工
愛
好
会

ふ
な
が
た
の
「
お
宝
」。

舟
形
町
の
も
の
、
人
、
場
所
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
ま
す
。
第
８
弾
は
「
舟
形
町
わ
ら
細
工
愛
好
会
」
で
す
。

時
代
を
つ
な
ぐ
わ
ら
細
工

① 稲をはせがけし、乾燥させる

② 稲を脱穀し、わらにする

③ わら槌で打ち、柔らかくする

わらができるまで

　「
昔
は
、
ぞ
う
り
や
荷
縄
な
ど
の
必

需
品
は
自
分
で
作
っ
て
使
う
の
が
当
た

り
前
で
し
た
」
と
話
す
八
鍬
さ
ん
。
ま

た
、
幼
少
期
に
は
親
が
作
っ
て
く
れ
た

み
の
に
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
元
気

に
学
校
に
通
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

小
学
校
高
学
年
に
も
な
る
と
、
今
度
は

親
に
教
わ
り
な
が
ら
、
自
分
で
ぞ
う
り

な
ど
の
わ
ら
細
工
を
作
っ
て
使
っ
て
い

ま
し
た
。

　「
自
分
の
ぞ
う
り
く
ら
い
は
自
分
で

作
り
、
歩
い
て
行
け
る
人
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」

　わ
ら
細
工
愛
好
会
が
伝
え
、
残
し
て

い
き
た
い
思
い
は
、
自
分
の
人
生
に
達

成
感
と
自
信
を
持
っ
て
、
歩
い
て
い
く

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
ら
細
工
を
と
お
し
て

伝
え
た
い
こ
と

長澤　ひさ子さん
（長沢第１）

はけご

　友
人
か
ら
誘
わ
れ
て

参
加
し
ま
し
た
。
今
で

は
楽
し
く
て
、
夫
婦
で

仲
良
く
作
っ
て
い
ま
す
。

鍋
敷
き
は
人
に
あ
げ
て

　

 

も
喜
ば
れ
ま
す
よ
。

　知
人
の
作
品
で

わ
ら
細
工
愛
好
会
を

知
り
ま
し
た
。
初
心

者
で
す
が
、
い
つ
か

は
わ
ら
じ
を
作
っ
て

　み
た
い
。

鍋敷き わらじ
芳賀　耕介さん
（新庄市）

八鍬朝吉さんとわら細工
（生涯学習センター）

＜わら細工講座＞
　わら細工に興味のある方を募集しています。一緒

にぞうりやはけごを作ってみませんか。

▼日　時／毎週火曜日　午前９時～正午

▼場　所／生涯学習センター

▼対　象／どなたでも　※初心者の方も大歓迎

▼受講料／無料

▼問い合わせ／

　舟形町生涯学習センター　☎（３２）１８８０

＜町制施行70周年記念事業
　　　　　 しめ飾りづくり講座＞
▼日時・場所／

　１２月１４日（木）　農村環境改善センター

　１２月１５日（金）　生涯学習センター

　１２月１７日（日）　中央公民館

　１２月２０日（水）　　　〃

　　※４日とも午前９時～正午

▼対　象／町民の方

▼参加費／２００円（材料代）

▼持ち物／ハサミ、カッター

▼講　師／舟形町わら細工愛好会

▼〆　切／１２月８日（金）

▼問い合わせ／

　舟形町教育課社会教育係

　☎（３２）２２４６

生
活
に
不
可
欠
だ
っ
た

わ
ら
細
工
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舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

除
雪
作
業
の
安
全
を
願
っ
て

秋
の
叙
勲

庄
司
洋
一
さ
ん
藍
綬
褒
章

高
齢
者
叙
勲

佐
藤
和
夫
さ
ん
瑞
宝
双
光
章

Ｉ
Ｔ
で
地
域
の
活
性
化
を

　
10
月
28
日
、
舟
形
中
学
校
で

舟
友
祭
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち

の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
合
唱
な

ど
の
発
表
で
盛
り
上
が
ま
し
た
。

校
舎
に
響
い
た
歌
声

舟
友
祭

　
10
月
30
日
、
星
川
賢
二
さ
ん

（
舟
形
第
１
）が
民
生
児
童
委
員

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

星
川
賢
二
さ
ん

社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

　
10
月
31
日
、
舟
形
小
学
校
３

年
生
が
八
鍬
和
泉
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
味
噌
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

育
て
た
大
豆
で
味
噌
作
り

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

故
郷
に
思
い
を
寄
せ
て

東
京
友
の
会
総
会

　１０
月
２１
日
、
長
者
原
地
内
で
舟
形
町

消
防
団
、
長
者
原
町
内
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
舟
形
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
悪
天
候
の
中
、
避
難
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
防
災
訓
練

後
に
長
者
原
町
内

会
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
も
行
わ
れ
、

万
一
に
備
え
地
域

の
防
災
を
確
認
し

ま
し
た
。

　１１
月
５
日
、
東
京
都
内
で
第
３１
回
舟

形
町
東
京
友
の
会
総
会
・
町
民
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
約
１
４
０
名
が
参
加
し
、

再
会
を
喜
び
合
う
姿
が
会
場
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
町
出
身
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」

を
全
員
で
合
唱
し
、

舟
形
町
へ
の
望
郷

の
思
い
を
胸
に
再

会
を
約
束
し
ま
し

た
。

　庄
司
洋
一
さ
ん
（
太
折
）
は
、
昭
和

５５
年
４
月
に
舟
形
町
消
防
団
に
入
団
。

令
和
２
年
４
月
に
副
団
長
と
な
り
、
副

団
長
と
し
て
団
を
掌
握
し
、
団
員
の
士

気
を
高
め
各
部
の
実
情
に
合
っ
た
特
性

を
生
か
し
た
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
１１
月
７
日

に
令
和
５
年
「
秋
の
褒
章
」
の
県
知
事

伝
達
式
が
あ
り
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
も
消
防
活
動
に
加
え
、

予
防
消
防
と
消
防
思
想
の
普
及
徹
底
に

取
組
み
、
住
民
同
士
が
町
を
守
る
と
い

う
一
つ
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
し
合
え

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　佐
藤
和
夫
さ
ん
（
西
堀
）
は
、
９
月

１
日
に
「
高
齢
者
叙
勲
」
の
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、

教
員
と
し
て
堀
内
小
学
校
、
長
沢
小
学

校
な
ど
で
勤
務
し
、
平
成
６
年
か
ら
は

富
長
小
学
校
の
校
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

退
職
後
は
ブ
ナ
の
実
２１
の
塾
長
を
務
め
、

児
童
ら
の
社
会
教
育
の
一
助
を
担
う
な

ど
、
最
上
地
区
生
涯
教
育
の
振
興
に
も

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　高
齢
者
叙
勲
は
、
春
秋
叙
勲
に
よ
っ

て
勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
功
労
者

に
対
し
、
年
齢
８８
歳
に
達
し
た
機
会
に

勲
章
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　１１
月
７
日
、
福
祉
避
難
所
「
て
と
て
」

で
舟
形
町
除
雪
作
業
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
各
工
区
の
運
転
手
や
機
械
整
備

関
係
者
な
ど
３４
名
が
参
加
し
、
除
雪
作

業
の
安
全
と
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　な
お
、
町
で
は
人
口
減
少
に
よ
る
運

転
手
の
人
材
不
足
、
夜
間
や
早
朝
の
見

回
り
負
荷
の
軽
減
、
天
候
の
急
激
な
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
２４
時
間
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
積
雪
深
を
計
測
で
き
る
積
雪

観
測
セ
ン
サ
ー
を
町
内
４
ヵ
所
に
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

冬
期
間
の
安
心
・
安
全
な
道
路
交
通
を

目
指
し
ま
す
。

　１１
月
８
日
、
お
か
え
り
集
学
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
の
第
２
回
Ｉ
Ｔ
地
域

活
性
連
絡
協
議
会
が
東
京
都
内
で
開
催

さ
れ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島

ま
で
の
２１
自
治
体
・
３１
企
業
の
計
７６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
国
１
校
目

の
長
沢
集
学
校
。
会
長
の
森
町
長
が

「
集
学
校
を
中
心
に
官
民
で
今
後
も
連

携
を
進
め
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
活

動
を
可
能
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
集
学
校
と
し
て
の
関

係
人
口
は
約
５０
万
人
と
な
っ
て
、
さ
ら

な
る
地
域
活
性
化
の
取
組
み
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
よ
り

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」贈
呈

防
災
意
識
を
高
め
る

自
主
防
災
組
織
研
修
会

　１０
月
１７
日
、
山
口
大
学
大
学
院
准
教

授
の
瀧
本
浩
一
氏
を
招
い
て
舟
形
町
自

主
防
災
組
織
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
町

内
会
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
消
防
団
員
な

ど
３５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
事
前
の
備

え
の
大
切
さ
や
共

助
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
参

加
者
の
防
災
意
識

も
高
ま
り
、
充
実

し
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　１０
月
１６
日
、
町
が
健
康
増
進
に
関
す

る
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
新
庄
営
業
所
（
営

業
所
長

　三
橋
一
喜
さ
ん
）
か
ら
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
や
暮
ら
し
の
充
実
の

た
め
に
約
４０
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
町
民
の
健

康
増
進
の
た
め
健

診
や
介
護
予
防
な

ど
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。

舟
形
町
が
新
橋
で
Ｐ
Ｒ

全
国
交
流
物
産
展
in
新
橋

舟
形
小
学
校
創
立
10
周
年

記
念
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　１０
月
２５
日
、
２６
日
の
２
日
間
、
東
京

都
港
区
の
新
橋
駅
前
で
全
国
交
流
物
産

展
in
新
橋
が
開
か
れ
ま
し
た
。
港
区
は

舟
形
町
を
は
じ
め
と
し
た
５
つ
の
自
治

体
と
「
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に

関
す
る
基
本
協
定
」

を
締
結
し
て
お
り
、

町
か
ら
は
舟
形
町

振
興
公
社
が
出
展

し
、
鮎
の
塩
焼
き

や
、
加
工
品
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

　１１
月
１０
日
、
舟
形
小
学
校
の
創
立
１０

周
年
を
記
念
し
、
山
形
県
教
職
員
互
助

会
の
協
力
に
よ
り
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
チ
ェ

ロ
、
ピ
ア
ノ
で
結
成
さ
れ
た
ト
リ
オ
、

「
ト
リ
オ
・
ア
ラ
モ
ー
レ
」
を
招
き
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
や

町
民
な
ど
の
観
客

の
み
な
さ
ん
は
美

し
い
音
色
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
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まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど何
でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

　舟
形
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在

私
１
人
で
す
。
で
す
が
、
他
の
市
町
村
に

も
協
力
隊
が
お
り
ま
す
の
で
、
同
じ
協
力

隊
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
、
町

の
人
や
物
や
場
所
を
紹
介
し
た
り
、
定
期

的
に
懇
親
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
他
市
町

村
の
協
力
隊
が
集
る
と
様
々
な
面
白
い
ア

イ
デ
ア
が
出
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、

「
み
ん
な
で
草
刈
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
名
前
は
狩
人
な
ら
ぬ

「
刈
人
」
に
し
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
組
織
、「
刈
人
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
で
草
刈
な
ど
の
労
働
力
が
足
り
な
い

作
業
を
請
け
負
う
組
織
。
活
動
テ
ー
マ
は

刈
払
い
な
ら
ぬ
「
刈
笑
」
。
草
刈
を
通
じ

て
笑
い
合
う
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
（
遊

び
半
分
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　昼
食
は
も
ち
ろ
ん
、「
草
カ
リ
ー
」（
草

刈
し
て
食
べ
る
カ
レ
ー
）
。
な
ど
な
ど
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
け
が
な
ど
し
な
い
よ
う
に
草
刈

機
械
の
講
習
会
に
参
加
し
、
鮭
川
村
の
鮭

の
子
公
園
で
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。

　協
力
隊
の
活
動
は
地
元
の
み
な
さ
ん
の

同
意
や
協
力
な
し
で
は
進
め
ま
せ
ん
。
同

じ
汗
を
か
き
、
共
感
で
き
る
活
動
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
が
最

上
地
域
か
ら
県
内
全
体
に
普
及
し
て
い
け

ば
、
よ
り
良
い
未

来
に
発
展
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　　

 

佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第８

話

「
つ
な
が
り
」

インスタグラムは
こちら

【問い合わせQR】

　
自
然
の
み
ど
り
と
水
に
親
し
む
会
に
よ
り
、

「
名
所
・
史
跡
・
（
植
物
観
察
）
巡
り
」
を

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
で
は
猿
羽
根

山
な
ど
の
町
の
名
所
や
史
跡
巡
り
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
「
里
の
名
水
・
や

ま
が
た
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た
、「
す
ず
の

が
け
湧
水
」
周
辺
に
生
息
す
る
イ
バ
ラ
ト
ミ

ヨ
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
の
希
少
生
物
に

つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
舟
形
町
役

場
や
中
央
公
民
館
、
舟
形
駅
な
ど
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
冊
子
は
令
和
５
年
度

舟
形
町
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
現
在
、
会
員
を
募
集
中
〉

　
主
な
活
動
と
し
て
町
の
自
然
環
境
の
保
護

活
動
や
学
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
自
然
の
み
ど
り
と
水
に
親
し
む
会

　
会
長
　
伊
藤
　
清
紀

　
☎
０
９
０
（
８
７
８
７
）
８
３
０
０

自
然
の
み
ど
り
と
水
に

　 親
し
む
会
　冊
子
の
紹
介

お知らせ

令和５年度町道除雪の作業内容と出動基準
▼新雪（早朝）除雪／
　10㎝以上の新雪が観測されたとき、もしくは予想されるとき。判断時間は原則午前１時30分と午前４時。
▼新雪（日中）除雪／
　下校時や帰宅時の通行に支障が生じそうなとき。原則として午後６時までに完了とします。
　拡幅除雪・路面整正・運搬排雪・雪崩処理は、適宜実施します。
▼工　区／

▼問い合わせ／舟形町地域整備課　☎（32）0915▼問い合わせ／舟形町教育課学事係　☎（32）2379

か
り
う
ど

か
り
わ
ら
い

ふながた家族新聞コンクール
　１１月１４日、中央公民館で第１９回ふながた家族新聞コンクールの表彰式が行われました。これは、
家族の絆を深め、考える力と表現力を身に付けてもらおうと山形新聞社と山形新聞舟形専売所（所
長　鈴木高規さん）、舟形町教育委員会が毎年開催していて、２４名の児童が受賞しました。

小学校４年の部

優秀賞　　柴　田　煌　虎
　　　　　野　尻　紫　恩
特別賞　　石　山　陽　翔
　　　　　後　藤　杏　和
　　　　　曽根田　野　風
　　　　　浅　沼　新　菜
　　　　　中　山　由　麻
　　　　　森　　　桜　乃

小学校５年の部

優秀賞　　八　鍬　彩　乃
　　　　　滝　澤　惺　南
特別賞　　伊　藤　慧　樹
　　　　　植　松　実　咲
　　　　　柿　崎　望　悠
　　　　　柴　田　惺　翔
　　　　　沼　澤　　　晟
　　　　　沼　澤　春　翔

小学校６年の部

優秀賞　　阿　部　き　い
　　　　　相　馬　琉　生
特別賞　　石　山　翔　環
　　　　　伊　藤　陽　葵
　　　　　加　藤　美　来
　　　　　菊　地　　　慶
　　　　　中　山　愛　麻
　　　　　野　尻　煌　月

野、幅、長尾
長沢第１・２・３、内山、経壇原

舟形、町営住宅、定住促進団地、一の関
一の関～大平、向山、紫山、向屋
舟形、紫山、温泉、若あゆ温泉
舟形、紫山、沖の原、小松

舟形、西堀、太折
舟形、木友、沖の原、小松、長者原

福寿野、馬形、富田
実栗屋、根渡～松橋

西堀～松橋方面　生活路線中心
野～沖の原方面　生活路線中心
舟形、紫山、若あゆ温泉、大平

ロータリ
ロータリ
ロータリ
ロータリ
ロータリ
ドーザー
ロータリ
ロータリ
ロータリ
ロータリ
小型
小型

ドーザー

１工区
２工区
３工区
４工区
５工区
６工区
７工区
８工区
９工区
10工区
11工区
12工区
13工区

㈱伊藤組
㈱伊藤組
㈲丸産機興
㈱八鍬建設
㈲門脇産業
丸充建設㈱
㈲丸産機興
㈲門脇産業
㈲丸産機興
㈱齋藤工務店
澤内建設㈱
澤内建設㈱
㈲門脇産業

除 雪 場 所車  種工  区 受 託 業 者

真剣な眼差しの佐藤隊員 ｢刈人｣の草刈機械
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10月20日（金）
の給食 

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

ひとつのねがい
作／はまだ　ひろすけ
絵／しまだ・しほ

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,480冊
（令和５年10月時点）

　
い
つ
も
だ
ま
っ
て
道
を
照
ら
し
て
い
る
街
灯
。
そ
の

街
灯
は
、
長
い
間
ひ
と
つ
の
願
い
を
持
ち
続
け
て
い
ま

し
た
。
幸
福
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
「
泣
い
た
赤
お
に
」
で
知
ら
れ
る
、
は
ま
だ
ひ

ろ
す
け
が
20
代
に
書
い
た
、
知
ら
れ
ざ
る
名
作
で
す
。

陛
下
よ
り
瑞
寶
雙
光
章
を
賜
わ
る

吾
が
晩
年
の
記
録
と
な
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
鳥
渡
る
】

「
コ
ー
コ
ー
」
声
の
群
整
然
と
美
し
き

幾
山
河
越
え
飛
来
呼
々
見
惚
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

夕
空
や
つ
る
べ
落
し
に
暮
れ
し
む
る

親
子
渡
り
鳥
か
な
ね
ぐ
ら
求
め
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

鶴
渡
る
見
は
る
か
す
四
方
露
け
し
や

枯
れ
花
野
の
宿
に
憩
ひ
読
む
「
藤
村
詩
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

冬
の
使
者
白
鳥
飛
来
徳
良
湖
や

幾
千
里
越
へ
来
て
仲
む
ず
ま
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

鳥
渡
る
不
作
の
痛
み
し
ら
せ
た
し

一
年
の
苦
労
い
ず
く
へ
飛
さ
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

久
々
に
息
子
夫
婦
が
帰
省
せ
し

秋
の
夜
長
の
に
ぎ
わ
ふ
夕
飯

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

も
み
じ
葉
を
映
し
消
へ
ゐ
る
深
き
湖

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　風
（
光
子
）（
真
　木
　野
）

子
規
の
忌
の
晩
年
の
命
愁
思
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

山
里
に
た
わ
わ
に
し
な
る
柿
の
枝

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

風
渡
る
荒
れ
畑
寂
し
花
す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

秋
の
宿
長
明
会
の
芸
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

屋
根
塗
り
の
匂
ひ
漂
ふ
秋
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

天
高
し
私
呼
ぶ
声
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

轟
音
を
連
れ
て
保
線
車
雪
間
ぢ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

ニ
ュ
ー
ス
で
は
早
く
も
飛
来
冬
の
使
者

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

思
い
出
す
母
が
作
っ
た
栗
ご
飯

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

初
雪
に
靴
跡
の
こ
し
帰
る
影

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

か
ら
す
う
り
つ
る
さ
れ
て
い
る
か
べ
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

青
空
を
赤
で
彩
る
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

野
分
過
ぎ
季
節
増
す
日
々
を
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

　当
季
三
つ
物
連
句

人
生
の
断
捨
離
問
ふ
や
暮
の
秋

　懐
古
を
の
せ
て
駆
け
行
く
野
分
け

一
念
の
思
ひ
は
川
の
流
れ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
句

村
々
の
た
わ
ゝ
色
づ
く
木
守
下
記

　
　

 

興

　
　桃
月
（

　野

　）

　喜
々
と
野
鳥
の
群
れ
て
飛
び
交
ふ

　

 

井
上

　玲
虹
（

　野

　）

俳

　句

　
旬
の
食
材
は
春
菊
。
生
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
緑
黄
色
野
菜
の

中
で
も
栄
養
価
が
と
て
も
高
い
野
菜
で
す
。
ま
た
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
な
ど
、
木
の
に
お
い
成
分
の
１
つ
と
さ

れ
る
α
ピ
ネ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
、
自
律
神
経

の
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
体
に
も
心
に
も
お
す
す
め
の
食
材
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

12
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
12
月
16
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

小
雪
11
月
22
日
〜
12
月
６
日

し
ょ
う
せ
つ

木
々
の
葉
が
落
ち
、
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、

山
間
部
で
は
初
雪
が
降
り
始
め
る
こ
ろ
。

第19話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
お
お
ら
か
で
自
由
な
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン

▼
夢
は
？

　
22
世
紀
ま
で
長
生
き
す
る
ぞ

▼
趣
味
は
？ 

　
お
笑
い
、
ド
ラ
マ
鑑
賞
。

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
人
々
の
温
か
さ
は
変
わ
ら
ず
、
も
っ
と
住
み

　
や
す
い
町
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

▼
尊
敬
す
る
人 

　
自
分
の
信
念
を
貫
い
て
い
る
人

▼
祝
賀
式
を
迎
え
て
一
言

　
人
生
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
少
し

　
寂
し
い
。
ま
た
元
気
で
み
ん
な
に
会
え
ま
す

　
よ
う
に
。

叶
内  

玲
美
さ
ん
（
長
沢
第
２
）

れ
い 

み

男
女
計
世帯

人口と世帯（10/31現在）
：2,347人
：2,440人
：4,787人
：1,828世帯

（－7）
（－2）
（－9）
（－3）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（9/1現在）
：2,061人
：2,155人
：4,216人

（  ）は前月比

Ｖol.19

二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ま
し
た
！

12月の納期
●固定資産税　第４期
●町県民税　　第４期
●介護保険料　第６期

※12月25日（月）まで忘れずに納付しましょう。

○９月のタバコ税は2,066,847円
○12月の舟形若あゆ温泉の休館日は13日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

木挽町のあだ討ち
こびきちょう

著／永井紗耶子

　
あ
る
雪
の
降
る
夜
に
芝
居
小
屋
の
す
ぐ
側
で
、
美
し

い
若
衆
、
菊
之
助
に
よ
る
仇
討
ち
が
み
ご
と
に
成
し
遂

げ
ら
れ
た
。
２
年
後
、
菊
之
助
の
縁
者
と
い
う
侍
が
仇

討
ち
の
顛
末
を
知
り
た
い
と
、
芝
居
小
屋
を
訪
れ
る
が
。

第
1
6
9
回
直
木
賞
受
賞
。

　
10
月
20
日
に
、
舟
形
小
・
中
学
校
で
、
め
が
み

ち
ゃ
ん
給
食
（
町
出
身
シ
ェ
フ
考
案
メ
ニ
ュ
ー
）

を
提
供
し
ま
し
た
。
舟
形
町
の
特
産
品
の
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
が
入
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を
考
案
し
て
い

た
だ
き
、
一
つ
一
つ
手
作
り
し
ま
し
た
。
い
つ
も

以
上
に
調
理
師
さ
ん
の
心
が
こ
も
っ
た
お
い
し
い

給
食
で
し
た
。

（舟形産白菜､ねぎ使用）

（舟形産ラズベリー使用）

牛乳

ラズベリーシャーベット

白菜スープ

（舟形産はえぬき使用）
キャロットライス

（舟形産マッシュルーム使用）
マッシュルームハンバーグ

て
ん
ま
つ

イ
カ
と
春
菊
と

し
い
た
け
の
サ
ラ
ダ

●
材
料

イ
カ
　
　
　
　
　
２
０
０ｇ

春
菊
　
　
　
　
　
１
０
０ｇ

し
い
た
け
　
　
　
１
０
０ｇ

ポ
ン
酢
　
　
　
　
　
　
適
量

ご
ま
油
　
　
　
　
　
　
適
量

●
作
り
方

①
春
菊
は
葉
を
ち
ぎ
り
、
茎
は
５
㎝
の
長
さ
に
切
て

か
ら
縦
に
切
り
水
に
さ
ら
す
。

②
し
い
た
け
は
石
づ
き
を
取
り
、
こ
ん
が
り
と
焼
き

　
食
べ
や
す
く
手
で
さ
く
。

③
イ
カ
は
ワ
タ
を
取
り
、
さ
っ
と
湯
が
い
て
食
べ
や

　
す
く
切
る
。

④
春
菊
は
よ
く
水
を
切
り
、
し
い
た
け
、
イ
カ
を
適

　
量
の
ポ
ン
酢
と
ご
ま
油
で
あ
え
る
。

⑤
お
好
み
で
柚
子
果
汁
を
入
れ
て
も
よ
い
。

と

　き

あ

　あよ

　も

む
れ

し

し

ゅ

う

ひ
と
と
せ

う
み
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12月の主な行事予定
新入生説明会（舟形中学校）

冬季消防ポンプ性能検査

ほほえみ保育園発表会
　　　　（舟形ほほえみ保育園）

明るいふながた年末地域安全運動並びに
交通安全町民集会（中央公民館）

１日

３日

９日
　

15日

　
11
月
５
日
、
舟
形
小
学
校
１
年

生
の
学
年
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
１
万
個
の
積
み
木

を
使
っ
て
、「
ま
ち
」
を
作
る
と
い

う
も
の
で
、
道
路
や
橋
、
そ
れ
に

小
学
校
や
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
な
ど

の
舟
形
町
の
施
設
や
建
物
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
ま
し
た
。「
み
ん

な
の
好
き
な
舟
形
」が
集
ま
っ
て

い
て
、
私
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
）

あ
と
が
き

ふながたのアスリート紹介

　私
は
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
に
今
回
で
３
回
目
の
出
場
で
し

た
。
前
回
ま
で
は
思
う
よ
う
に
柔
道
が

で
き
な
い
時
期
が
長
く
、
と
て
も
つ
ら

い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
今
年

に
入
っ
て
自
分
の
柔
道
に
自
信
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
日
本
一
と
い
う
結
果

を
出
せ
ま
し
た
。

　私
は
今
、
柔
道
が
楽
し
い
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
今
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
し
、

仲
間
の
存
在
は
本
当
に
大
き
い
で
す
。

未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
み
な
さ
ん
、
や

る
か
ら
に
は
全
力
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
！
ま
た
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

た
い
方
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
、
ぜ

ひ
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

龍
谷
大
学
３
年

（
長
者
原
出
身
﹇
仙
台
市
﹈）

溝
口
　
葵
さ
ん

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

女
子
７０
㎏
級
　
優
勝

　高
校
３
年
間
の
部
活
、
大
会
を
と
お

し
て
、
相
手
を
尊
重
す
る
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合
に
勝
つ

た
め
に
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
関
係

も
重
要
で
、
信
頼
し
合
う
こ
と
が
勝
利

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
私
が
大
好
き
な

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
た
の
は
、
周
り

の
方
の
支
え
や
応
援
の
お
か
げ
で
す
。

　未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
み
な
さ
ん
、

伸
び
悩
む
時
期
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
諦
め
ず
に
自
分
に
今
、
足
り

な
い
こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
仲
間
や
応
援
し
て
く
れ
る
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
い
つ
ま

で
も
自
分
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

山
形
城
北
高
等
学
校
３
年（

大
平
）

荒
川  

色
桜
那
さ
ん

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

女
子
学
校
対
抗
戦
出
場

　東
北
大
会
、
Ｕ
１６
陸
上
競
技
大
会
に

出
場
し
、
も
っ
と
上
に
行
き
た
い
、
強

く
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

経
験
不
足
、
甘
か
っ
た
考
え
方
も
見
え

て
き
て
、
と
て
も
良
い
経
験
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
み
な
さ
ん
、

応
援
し
て
く
れ
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
応
援
し

て
い
ま
す
。

舟
形
中
学
校
３
年

（
舟
形
第
３
）

丹
　
京
音
さ
ん

東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
　
　
　
　
女
子
砲
丸
投
げ
　
第
１３
位

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Jr
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
Ｕ
１６
陸
上
競
技
大
会

女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
競
技
出
場


